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摂食・嚥下リハビリテーションにかかわるすべての医療スタッフに欠かせない１冊！

第2分野

摂食・嚥下リハビリ
テーションの
前提

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会eラーニング対応

「日本摂食・嚥下リハビリテーション学会eラーニング対応」シリーズ6分野全7巻・2011年初夏完結予定
第1分野 摂食・嚥下リハビリテーションの全体像（既刊）定価3,150円（本体3,000円+税5％）
第2分野 摂食・嚥下リハビリテーションの前提
第3分野 摂食・嚥下障害の評価（既刊）定価3,150円（本体3,000円+税5％）
第4分野 摂食・嚥下リハビリテーションの介入（1・2）
第5分野 摂食・嚥下障害患者の栄養
第6分野 小児の摂食・嚥下障害（既刊）定価2,940円（本体2,800円+税5％）

●日本摂食・嚥下リハビリテーション学会では，摂食・嚥下リハビリテーションの啓発と普及、その安全で効果的
な実施を積極的に具現化するために、「学会認定士」を制度化しています． 
●学会認定士の重要な申請要件の一つとして，同学会ではインターネット学習システム（eラーニング）のカリキ
ュラムを作成しており，本書は，このカリキュラムによる学習をサポートする内容になっています． 
●目次はeラーニングコンテンツを踏襲した内容で構成され，摂食・嚥下領域の基礎知識について，体系的に6分
野78項目に分類された最重要事項をわかりやすく解説していますので，摂食・嚥下リハビリテーションにかかわ
るすべての医療スタッフに最適なリファレンスマニュアルとしてご活用できます． 
●コンテンツはほぼ分野ごとに1冊の書籍としてまとめられており，本書はこのうち「第2分野 摂食・嚥下リハビ
リテーションの前提」で，リスク回避，感染対策，関係法規・制度について簡潔にわかりやすく解説しています．

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会 編

B5判／96頁／2色刷
定価3,045円

（本体2,900円＋税5%）
ISBN978-4-263-44864-9
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第2分野  摂食・嚥下リハビリテーションの前提
第3分野  摂食・嚥下障害の評価

第1分野  摂食・嚥下リハビリテーションの全体像
第6分野  小児の摂食・嚥下障害

好評既刊●日本摂食・嚥下リハビリテーション学会eラーニング対応シリーズ

「第2分野  摂食・嚥下リハビリテーションの前提」
C O N T E N T S

第1分野
摂食・嚥下リハビリテーションの全体像
日本摂食・嚥下リハビリテーション学会　編
摂食・嚥下リハビリテーションの全体像を総論，解剖・生理，
原因と病態に分け解説．

■B5判・116頁・2色刷
■定価 3,150円（本体 3,000円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44862-5

第3分野
摂食・嚥下障害の評価
日本摂食・嚥下リハビリテーション学会　編
患者観察のポイントから，スクリーニングテスト，嚥下内視
鏡検査，嚥下造影，重症度分類までを解説．

■B5判・116頁・2色刷
■定価 3,150円（本体 3,000円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44863-2

第6分野
小児の摂食・嚥下障害
日本摂食・嚥下リハビリテーション学会　編
小児の摂食・嚥下障害の総論，原因疾患，対応について解説．

■B5判・78頁・2色刷
■定価 2,940円（本体 2,800円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44861-8

§0  リスク回避
●13  リスク回避のための基礎知識・環境整備
Chapter 1  はじめに
Chapter 2  リスク発生要因

▲1：リスク回避に向けた対策─個体要因
Chapter 3  意識レベル
Chapter 4  摂食・嚥下障害のレベル
Chapter 5  呼吸状態
ほか

▲2：リスク回避に向けた対策─環境要因
Chapter 10  食物形態
Chapter 11  摂食姿勢
Chapter 12  食事介助方法
ほか

▲3：リスク発生時の対応
Chapter 15  リスク発生時の対応─経口摂取開始時の留意点
●14  誤嚥への対処法：呼吸介助・体位ドレナージ・ハッフィング
Chapter 1  はじめに
Chapter 2  呼吸器
Chapter 3  胸郭の動き
ほか

§4  リスク回避
●15  窒息・嘔吐への対処法
Chapter 1  窒息
Chapter 2  窒息の症状
Chapter 3  食事中の窒息の予防
ほか
●16  リスク回避に有用な機器と使い方
Chapter 1  リスク回避に有用な機器
Chapter 2  体温測定の意義
Chapter 3  体温の変動因子
ほか

§5  感染対策
●17  感染防御総論 
Chapter 1  感染の定義と感染症
Chapter 2  感染の成立
Chapter 3  感染の輪
ほか
●18  食中毒の防止
Chapter 1  摂食・嚥下リハビリテーションにおける食中毒予防
Chapter 2  食中毒予防のマニュアル
Chapter 3  大量調理施設衛生管理マニュアル
ほか
●19  訓練実施に関連する医療関係法規
Chapter 1  はじめに
Chapter 2  医師以外の者による医業の禁止
Chapter 3  歯科医師以外の者による歯科医業の禁止
ほか

§6  関連法規・制度
●20  摂食・嚥下リハビリテーションにかかわる診療報酬
Chapter 1  診療報酬とは
Chapter 2  リハビリテーション医療
Chapter 3  疾患別リハビリテーション料
ほか
●21  摂食・嚥下リハビリテーションにかかわる介護報酬
Chapter 1  はじめに
Chapter 2  要介護度別認定者数の推移
Chapter 3  予防重視型システムの全体像
ほか


